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（３月16日現在の情報です）
新型コロナウイルス関連情報

小児（５～ 11歳）の接種

　ファイザー社ワクチンでの追加（３回目）接種

　ワクチン接種は強制ではありません。予約案内はがきをよく読んで、感染症予防の効果や副反
応のリスクを家族でよく話し合い、接種するかどうかを決めてください。
　保護者の同意なく接種が行われることはありません。身体的な理由やさまざまな理由で、接種
できない人や接種を望まない人もいます。周りに接種を強制したり、接種していない人に差別的
な扱いをしたりすることのないようお願いします。

●対象
　市内に住所がある小児（５～ 11歳）
※接種券は、３月上旬に発送しています。
※慢性呼吸器疾患、先天性心疾患など、重症

化リスクの高い基礎疾患がある人には接種
が推奨されています。接種に関しては、か
かりつけ医などとよく相談してください。

●予約方法
・コールセンターへ電話
　☎０８７５−６３−８０８８
　午前８時30分～午後５時30分
　（日曜日、祝日を除く）
・インターネットで予約
　https://jump.mrso.jp/372056/

●接種開始日
３月26日(土)

※予約受付開始日は、予約案内はがきで確認
してください。

●接種場所
三豊総合病院　小児特設接種会場

●接種回数
３週間の間隔を空けて、計２回接種します。

●使用するワクチン
ファイザー社の小児用ワクチン

※１回目を接種した後に誕生日を迎え、12歳で
２回目の接種を受ける場合も、小児用ワクチ
ンを使用します。

●接種当日に必要なもの
・接種券一体型予診票（事前に要記入）
※保護者（親権者または後見人）の署名が必要
・接種券に同封された接種済証の用紙
・接種する人と保護者の本人確認書類（健康保

険証、マイナンバーカードなど）
・母子健康手帳（小学校入学前の人は必須）

●注意
・接種には、保護者の同伴が必要です。保護者

が同伴できない場合は、お子さんの健康状態
を普段から知る親族などが、保護者から委任
を受けて同伴できます。

・接種会場でお子さんの体重を確認します。当
日は、体重を測ってから来場してください。

　詳しくは、市ホームページを
　確認してください。

　４月中旬以降に、ファイザー社ワクチンを使用した追加（３回目）接種を再開する予定です。
決まり次第、市ホームページやホッとメールなどでお知らせします。

問い合わせ先
　健康増進課 新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎２３−３９２７
　観音寺市新型コロナウイルスワクチンコールセンター
　☎０８７５−６３−８０８８　Ⓕ０８７５−６３−８３３３（ＦＡＸは聴覚障がいのある人専用）
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市政運営の３つの重点施策

市内産業が活躍でき、世界に開かれた
「にぎわい」のまちづくり

人にやさしく、誰もが「やすらぎ」
を享受できるまちづくり

生き生き元気に活躍できる
「ときめき」のまちづくり

●プロジェクト推進室を設置 ＮＥＷ
●スマートＩＣの整備の推進
●優良企業の誘致の推進
●凪瀬町へのアクセスを向上させる柞田川
　右岸線の改築
●移住希望者に対する情報発信や
　支援
●地元企業が活躍できる環境の
　整備、地元産品の販路拡大

施政方針の
全文は、市
ホームペー
ジへ

●豊浜地区こども園の建設
●大野原こども園の開園
●民間住宅の耐風診断、改修に対する助成 ＮＥＷ
●行政手続きなどのデジタル化の推進 ＮＥＷ
●紙おむつや衛生用品などの購入費用
　の一部助成 ＮＥＷ
●第２層協議体に生活支援
　コーディネーターを配置

●新学校給食センターの整備
●小中学校におけるＩＣＴ環境の
　さらなる充実
●第２次観音寺市男女共同参画計画の見直し
●県外から市内高校に入学する生徒への助成
●ハイスタッフホールでの文化芸術公演

　
市
長
に
就
任
し
て
は
や
３
カ
月
余

り
が
経
ち
、
市
民
や
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
く
中
で
、

市
政
全
般
の
把
握
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　
変
異
株
な
ど
の
ま
ん
延
に
よ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
え
な
い
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
万
全
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
で
市
民
の
皆
さ
ま
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
自
身
の
考
え
を
市
政
に
反
映
さ

せ
、「
ゆ
と
り
と
活
力
の
田
園
都
市
・

観
音
寺
」
を
実
現
す
る
た
め
、
緊
張

感
を
持
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

分
団
屯
所
や
消
防
ポ
ン
プ
車
、
消

火
栓
な
ど
を
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
報
系
デ
ジ
タ
ル
式
防
災

行
政
無
線
や
避
難
所
で
使
用
す
る
備

蓄
物
資
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

耐
震
や
暴
風
・
強
風
対
策
の
た
め
の

住
宅
改
修
や
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去
に
対
し
て

助
成
を
行
い
、
地
震
な
ど
が
発
生
し

た
際
の
被
害
の
最
小
化
を
図
り
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

　
第
１
次
産
業
や
第
２
次
産
業
な
ど
、

市
内
で
頑
張
る
企
業
や
事
業
者
が
よ

り
活
躍
で
き
る
よ
う
、
地
元
産
品
の

さ
ら
な
る
販
路
開
拓
を
図
り
ま
す
。

観
音
寺
港
埋
立
地
や
競
輪
場
跡
地
は
、

県
な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
、
多
く
の

優
良
企
業
に
進
出
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
積
極
的
に
誘
致
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
三
豊
工
業
高
等
学
校
跡
地
へ
の
看

護
系
大
学
の
招
致
や
、
中
四
国
最
大

級
の
道
の
駅
、
Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
の
橋

上
化
な
ど
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
、
令
和
７
年
度
末
に
完
成

と
き
め
き
の
ま
ち
づ
く
り

　
男
女
が
と
も
に
尊
重
し
、
協
力
し

合
え
る
社
会
や
、
女
性
が
積
極
的
に

参
画
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
第
２
次
観
音
寺
市
男
女
共
同
参

画
計
画
を
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
性

の
多
様
性
へ
の
理
解
を
深
め
、
人
生

の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
大
切
な
家
族
と
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
し
、
地
域

社
会
全
体
の
人
権
意
識
を
よ
り
一
層

予
定
の
「
観
音
寺
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）」
な
ど
の
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
連
動
さ
せ
、
人

や
モ
ノ
が
集
積
す
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
を
設
置
し
、
市
の
活
性
化
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
こ
と
し
は
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
２
２
」
が
開
催
さ
れ
、
市
外
か

ら
多
く
の
方
が
本
市
を
訪
れ
ま
す
。

市
や
伊
吹
島
の
魅
力
を
積
極
的
に
発

信
し
て
来
場
者
の
増
加
を
図
る
と
と

も
に
、
受
け
入
れ
態
勢
を
充
実
さ
せ

ま
す
。

令
和
４
年
３
月
１
日
、
定
例
市
議
会
で
佐
伯
明
浩
市
長
が
令
和
４
年
度
の
施
政
方
針

を
表
明
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
要
約
し
て

紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
度　
観
音
寺
市
施
政
方
針

に
ぎ
わ
い
や
活
力
あ
ふ
れ
る

「
田
園
都
市
」
へ
の
第
一
歩

深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　
４
月
に
新
校
舎
が
開
校
す
る
豊
浜

小
学
校
に
加
え
、
令
和
６
年
４
月
の

開
園
を
目
指
し
て
、
豊
浜
地
区
こ
ど

も
園
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
ど
も
園
内
に
子
育
て
支
援
ル
ー
ム

「
こ
こ
す
ま
い
る
」
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
幼
稚
園
４
歳
児
の
学
級
定

数
を
25
人
に
引
き
下
げ
、
就
学
前
の

保
育
や
教
育
支
援
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
各
種
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
取

り
組
み
、
手
続
き
な
ど
の
簡
素
化
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
デ

ジ
タ
ル
に
な
じ
み
が
な
い
方
を
対
象

に
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
、
全
て
の

市
民
が
デ
ジ
タ
ル
の
利
便
性
を
享
受

で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
市
民
の
生
命
や
身
体
、
財
産
を
災

害
か
ら
守
る
手
引
で
あ
る
観
音
寺
市

総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
、
都
市

計
画
上
の
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い

て
も
防
災
指
針
を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
、
消
防
団
員
の
処
遇
を
改
善
し
、

　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

当
た
り
、
市
で
初
め
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

を
採
用
し
ま
す
。
昨
年
選
定
し
た
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
者
と
連
携
し
、
学

校
給
食
を
安
定
か
つ
効
率
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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市役所からのお知らせ

●補助金額　太陽電池出力１キロワット
　　　　　　２万５, ０００円
　　　　　　（上限２キロワット５万円まで）
●対象　居住または居住しようとする市内の住宅に、

太陽光発電システムを設置する人
●受付期間　４月15日(金)から
問い合わせ先　生活環境課 環境保全係
　　　　　　　☎２５−２６９８
　　　　　　　Ⓕ２５−２８６７

●補助金額　補助対象経費の50％（上限20万円）
●対象　市民活動団体として市に登録している団体

　　　（登録は随時受け付けています）
※他の制度で補助金を受けている、または

受ける予定の団体は対象外
●受付期間　

４月１日(金) ～５月20日(金)
午前８時30分～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）

●注意
・事前に下記まで相談の上、申請してください。
・公益性や継続性などを審査し、助成団体・補助金

額を決定します。
問い合わせ先　地域支援課 市民協働係
　　　　　　　☎２３−３９４９
　　　　　　　Ⓕ２３−３９５４

●対象　専用住宅（店舗併用住宅の住宅部分も対象）で、
・新築時に設置する人
・単独浄化槽やくみ取り便槽を合併浄化槽へ転

換する人（設置費に撤去費と配管費を上乗せ
して補助します）

●注意　販売・賃貸が目的の場合や、現在の居住条件
によっては、補助を受けられません。公共下
水道事業認可区域内は、補助限度額の半額で
す。詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先　下水道課　☎２５−６８９０
　　　　　　　　　　　　Ⓕ２５−２４７９

●補助金額　上限３, ０００円
　　　　　　（１世帯につき年度に１匹まで）
●対象　市内に居住し、市内で飼養する犬・猫の飼い

主で、市税の滞納がない人。犬は登録し、申
請日以前の１年以内に狂犬病予防注射を受け
ていること

●受付期間　４月１日(金)から
●注意　手術日から90日以内に申請してください。
問い合わせ先　
　生活環境課 環境保全係
　☎２５−２６９８
　Ⓕ２５−２８６７

住宅用太陽光発電システム補助金

市民団体等活動促進事業補助金

●補助金額　５万円
●対象　居住または居住しようとする市内の住宅に、

住宅用定置型リチウムイオン蓄電池を設置
する人

●受付期間　４月15日(金)から
問い合わせ先　生活環境課 環境保全係
　　　　　　　☎２５−２６９８
　　　　　　　Ⓕ２５−２８６７

住宅用定置型蓄電池設置費補助金

合併浄化槽設置の補助制度

飼い犬・飼い猫の
不妊・去勢手術費を補助します

　民間建築物の瓦屋根の耐風診断や耐風改修
工事費用の一部を補助します。補助対象要件
など、詳しくは問い合わせてください。
●補助限度額
・耐風診断費　３万１,５００円／棟
・耐風改修工事費　 ２４０万円／棟
問い合わせ先　建設課 建築係

　　　　　　☎２３−３９４２
　　　　　　Ⓕ２３−３９６７

区分 補助基準 補助限度額

設
置
費

５人槽 床面積が１４０㎡以下 332,000円

７人槽 床面積が１４０㎡超 414,000円

10人槽 二世帯住宅などに10人槽以
上の合併槽を設置 548,000円

撤去費 合併槽への転換に伴う単独
槽やくみ取り便槽の全撤去 90,000円

配管費 合併槽への転換に伴う配管 90,000円

　三豊工業高等学校跡地への看護系大学の招致に
伴う周辺整備、中四国最大級の道の駅整備など、
市長公約の実現に向けた取り組みを進めるため、
企画課内に「プロジェクト推進室」を新設します。

問い合わせ先
　企画課　☎２３−３９１７
　　　　　Ⓕ２３−３９２０

部名 課名など 電話番号
政策部 企画課

　デジタル行政推進室

　男女共同参画推進室

　プロジェクト推進室

２３−３９１７

２３−７５７７

　発達障がいは「本人の性格」、「親のしつ
けが原因」と思われがちです。正しくは生
まれながらの特性で、複数のことに注意が
払えなかったり、説明されたことのイメー
ジがうまく作れなかったりします。
　発達障がいにはいくつかの種類があり、
明確な境界線はありません。複数の特性を
併せ持っている人もいます。特性を知り、
生活への影響と必要な対応策などを検討
することが大切です。
●発達障がいの特性（例）
・自閉症、アスペルガー症候群を含む広

汎性発達障害（自閉症スペクトラム）
・学習障害（限局性学習障害）
・注意欠陥多動性障害（注意欠如・多動

性障害）　　　　　　　　　など
問い合わせ先

社会福祉課 障がい者福祉係
☎２３−３９６３　Ⓕ２３−３９９３

期間中、銭形砂絵を「癒やし」や「希望」
を表す青色にライトアップします。

発達障がい者支援パネル展
日時　４月４日(月) ～８日(金)
　　　午前８時30分～午後５時15分
場所　市役所１階ロビー

砂絵をブルーライトアップ！

民間建築物の
耐風対策費用を補助します ４月から市の組織が変わります

４月２日～８日は発達障害啓発週間／４月２日は世界自閉症啓発デー

NEW

日没～
午後10時
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　４月から坂本町、村黒町、柞田町などの一部が処理区域になります。
　処理区域になった地域では、３年以内にくみ取り式トイレから水洗トイレに改造することが下水道法で
義務付けられています。家庭雑排水や汚れた水をそのまま川や海に流すと水質汚濁などの原因にもなるた
め、早めに下水道に接続してください。また、浄化槽を使用している場合も、速やかに接続をお願いします。

問い合わせ先　下水道課　☎２５−６８９０　Ⓕ２５−２４７９

下水道の処理区域が広がります

　市内で発生した家庭ごみの持ち込みは、平日のほか、
右記の日程で受け付けています。持ち込みの際には、
市の分別区分を守ってください。
●日時　毎月第４日曜日、午前10時～午後２時
●注意　家庭ごみのみ、１世帯につき１日１回まで
問い合わせ先
　生活環境課　☎２５―２６９８　Ⓕ２５−２８６７

休日持ち込み受付日

４月24日(日) 10月23日(日)

５月22日(日) 11月27日(日)

６月26日(日) 12月25日(日)

７月24日(日)  １月22日(日)

８月28日(日)  ２月26日(日)

９月25日(日)  ３月26日(日)

家庭ごみの休日持ち込み

分流の区域
家庭などの汚水を下
水道に排水できる区
域です。

合流の区域
家庭などの汚水と雨
水を下水道に排水で
きる区域です。

村黒町小岡 分流

坂本町七丁目 分流

坂本町六丁目 分流

柞田町下出 分流

柞田町黒渕 分流
柞田町下出 分流

茂西町二丁目 合流

西本町一丁目 合流

市役所からのお知らせ

申し込み・問い合わせ先　
　観音寺市中央公民館　☎２３−３９４４
　　　　　　　　　　　Ⓕ２３−３９３６

開講期間　５月６日(金)～８月１日(月)
対　　象　市内在住の社会人または市内に勤務する人
　　　　※初心者優先、申し込み状況により市外の人も受け付けます。
受 講 料　１講座４,０００円（講座開始後の返金不可）
　　　　※材料費やテキスト代などは別途必要
受付期間　４月６日(水)～８日(金)午前９時～午後７時
　　　　　４月11日(月)～20日(水)午前９時～午後５時
　　　　※土・日曜日を除く
受付場所　観音寺市中央公民館（電話申し込み不可）
資　　料　各公民館、市役所ロビー、中央図書館で配布
注　　意　申し込みは先着順

ピラティス
月曜日

10：00～11：00
　　 第２・３講習室
　 15人
　 矢野 ゆかり

盆 栽
水曜日

10：00～12：00
　　 実験実習室

　 15人
　 三好 隆雄

かな書道
水曜日

19：00～21：00
　　 第１講習室

　 20人
　 真鍋 慶舟

アコギ・
ウクレレ教室

水曜日
19：00～22：00

　　 視聴覚室
　 アコギ　 ６人
　 ウクレレ 12人
　 小西 章仁

パッチワーク教室
木曜日

9：30～11：30
　　 第１講習室

　 20人
　 今城 由美子

楽ラク
ストレッチ体操

木曜日
10：00～11：15

　　軽運動室
　 40人
　 中川 一江

紅茶講座
木曜日

18：00～20：00
　　 料理実習室

　 12人
　 三好 優子

着物着付
木曜日

19：00～21：00
　　 第２・３講習室
　 20人
　 小笠原 敏代

いきいき
コーラス教室

金曜日
10：00～12：00

　　 軽運動室
　 20人
　 宝田 章江

ピアノ教室
金曜日

19：00～21：00
　　 軽運動室

　 12人
　 山本 悠祐

マジック教室
金曜日

19：30～21：00
　　 第２・３講習室
　 20人
　 三野 優

押し花
土曜日

13：30～15：30
　　 講習室

　 20人
　 佐川 智子

やさしい革教室
土曜日

14：00～17：00
　　 実験実習室

　 15人
　 石井 紀子

セルフリンパ
健康体操

土曜日
19：30～21：00
　　 第２・３講習室
　 15人
　 近井 昭博

絵手紙
火曜日

14：00～16：00
　　 第１講習室

　 20人
　 藤原 英子

油 絵
火曜日

19：00～21：00
　　 展示ホール

　 25人
　 福田 透

トール
ペインティング

火曜日
19：00～21：00
　　 第１講習室

　 15人
　 高橋 かをり

初心者書道
水曜日

9：30～11：30
　　 第１講習室

　 20人
　 石川 義象

　　 中央公民館
　　 共同福祉施設
　　 働く婦人の家
　 ＝定員
　 ＝講師

数

数 数 数 数 数

数 数 数 数 数

数 数 数

数 数 数 数

数
講

講

講 講 講 講 講

講 講 講 講 講

講 講 講

講 講 講 講

婦人

中央 婦人 中央 婦人 共同

婦人 婦人 共同 共同 婦人

共同 中央 婦人

婦人 共同 婦人 婦人

中央
共同
婦人

新型コロナウイ
ルス感染拡大の
状況により、中
止・延期となる
場合があります。

市民講座
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　行政のさまざまな情報を市民の皆さんに提供し、市政への理解と市民参加による協働のまちづくり
を推進するため、「出前講座」を実施しています。市民の皆さんが主催する集会や催しなどの場に職
員が出向き、市の取り組みや暮らしに関することなどをお話しします。

●受講できる人
市内に在住または勤務、在学している
10人以上のグループ・団体

（政治・宗教・営利を目的とする場合や、
苦情、個別相談等を目的とする場合な
どは利用できません）

●会場（市内に限ります）
会場の手配などは申込団体でお願いし
ます。

●実施時間
午前10時～午後９時（土・日曜日、祝
休日の実施は相談してください）

●申し込み方法と受講の流れ

【出前講座申込書】
市役所総合案内所、秘書課、
各支所にあります。市ホーム
ページからもダウンロードで
きます。

※新型コロナウイルス感染防止のため、
「感染防止対策同意書」の提出が必要
です。

申し込み・問い合わせ先
　秘書課 広聴広報係　☎２３−３９１５
　　　 　　　　　　　Ⓕ２３−３９２０

昨年度人気の講座 TOP６
認知症を学び地域を支えよう

（認知症サポーター養成講座）
医療や介護が必要になっても
地域で暮らし続けるために

地域のグループでやってみよう
～銭形貯筋体操～ 高齢者の権利擁護について

防災について のりあいバスの乗り方講座

市政・まちづくり

1 観音寺市総合振興計画について 45分

企画課2 男女共同参画について 45分

3 統計調査について 30分

4 まち・ひと・しごと創生総合
戦略について 45分 ふるさと

活力創生課

5 広聴広報活動について 30分 秘書課

6 観音寺市の財政状況について 30分 総務課

7 選挙について 30分 選挙管理委
員会事務局

子育て・健康・福祉

8 子育て支援について 30分

子育て支援課
9 ひとり親世帯への支援につい

て 30分

10 家庭児童相談・女性相談につ
いて 30分

11 子育て支援センターについて 30分

12 国民健康保険・後期高齢者医
療制度について 30分

健康増進課
13 生活習慣病の予防

～観音寺市の現状は～ 60分

14 食育(食生活)について 60分

15 子どもの健康について 60分

16 障がい者（児）福祉制度につ
いて 45分 社会福祉課

17 高齢者福祉制度について 30分
高齢介護課

18 介護保険制度について 45分

〈参加者の声〉
・聞くだけでなく一緒に考え、体を動かす工夫がされてお

り、心も体もリフレッシュした。（講座13）
・私たちの出したごみがどうなっていくのかよく分かって、

協力して分別しようという気持ちになった。（講座31）

57
講座出前講座

子育て・健康・福祉

19 高齢者の健康づくりについて 60分

地域包括
支援

センター

20 地域のグループでやってみよう
～銭形貯筋体操～ 60分

21 認知症を学び地域を支えよう
（認知症サポーター養成講座）

60分
～

22 地域包括支援センターについて 60分

23 高齢者の権利擁護について 60分

24 医療や介護が必要になっても地
域で暮らし続けるために 60分

くらし・環境

25 マイナンバー制度について NEW 45分 企画課

26 個人住民税について 30分

税務課27 固定資産税について 30分

28 市税の納期・口座振替、軽自動
車税（種別割）について 30分

29 交通安全教室 60分
地域支援課

30 のりあいバスの乗り方講座 60分

31 観音寺市のごみについて 60分

生活環境課32 観音寺市が取り組んでいる環境
施策について 60分

33 海ごみについて 60分

34 人権感覚あふれる明るいまちづ
くり 60分 人権課

35 農業の補助事業制度について 60分

農林水産課
36 集落営農について 60分

37 人・農地プランについて NEW 60分

38 森林経営管理制度について 60分

くらし・環境

39 ため池ハザードマップ及び浸水想定
区域図について 60分 農林水産課

40 消費者トラブルについて 30分 商工観光課

41 道路の維持管理について 30分

建設課
42 漁港・港湾施設の維持管理について 30分

43 河川の維持管理について 30分

44 住宅耐震診断・耐震改修補助事業に
ついて 30分

45 住みよいまちづくり～街路整備～ 30分 都市整備課

46 観音寺市の下水道について 40分 下水道課

47 古代の観音寺について 60分
文化振興課

48 ふるさと学芸館の活動について 60分

49 図書館の利用について 30分 図書館

50 ニュースポーツを体験 120分 市民スポーツ課

51 農地の貸借等について 30分 農業委員会
事務局

安全・安心

52 防災について 45分 危機管理課

53 火災予防講座（住宅用火災警報器等） 30分

三観広域
行政組合
消防本部

54 地震災害に備えて　 60分

55 １１９番について 30分

56 チャレンジ！防災（防災体験と消防
署見学）　※幼児・小学生を対象

60分
～

57 防災体験（防災センターで防災体験） 60分

希望日の１カ月前ま
でに秘書課に申込書
を提出（郵送・ＦＡＸ可）

出前講座の開催

市から「出前講座決
定通知書」を送付

受講後に、感想や意
見を秘書課へ提出

❶

❸

❷

❹




